
職場環境等の改善に係る取組について 

2024 年６月の介護報酬改定において、介護職員等の更なる処遇改善として、現行の処遇

改善制度に代わり「介護職員等処遇改善加算」への一本化が始まり、当法人においても現行

の処遇改善加算の算定を行っております。 

 

⑴  介護職員等処遇改善加算（新加算）の要件 

新加算Ⅰの算定に当たっては、２に規定する賃金改善の実施に加え、以下の①から⑧ま 

でに掲げる要件を全て満たすこと。ただし、新加算Ⅱについては⑦の要件、新加算Ⅲにつ

いては⑥及び⑦の要件、新加算Ⅳについては⑤から⑦までの要件を満たさなくても算定

することができる。また、いずれの加算区分においても、①の要件については、令和６年

度中は適用を猶予し、②の要件は、新加算ⅠからⅣまでのいずれかの算定以前に旧ベース

アップ等加算又は新加算Ⅴ⑵、⑷、⑺、⑼若しくは⒀を算定していた事業所については適

用しない。⑧の要件についても、令和７年度から見直しを適用することとし、令和６年度

中は旧３加算の要件の内容を継続する 

 

① 月額賃金改善要件Ⅰ（月給による賃金改善） 

② 月額賃金改善要件Ⅱ（旧ベースアップ等加算相当の賃金改善） 

③ キャリアパス要件Ⅰ（任用要件・賃金体系の整備等） 

④ キャリアパス要件Ⅱ（研修の実施等） 

⑤ キャリアパス要件Ⅲ（昇給の仕組みの整備等） 

⑥ キャリアパス要件Ⅳ（改善後の年額賃金要件） 

⑦ キャリアパス要件Ⅴ（介護福祉士等の配置要件） 

⑧ 職場環境等要件 

新加算Ⅰ又はⅡを算定する場合は、職場環境等の改善に係る取組について、ホームページ

への掲載等により公表すること。具体的には、介護サービスの情報公表制度を活用し、新加

算の算定状況を報告するとともに、職場環境等要件を満たすために実施した取組項目及び

その具体的な取組内容を「事業所の特色」欄に記載すること。当該制度における報告の対象

となっていない場合等には、各事業者のホームページを活用する等、外部から見える形で公

表すること。 

 

 

 

 

 

 



【職場環境等要件】 

区分   

入職促進に向けた取組 
他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等

にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築 

 

 

 

脂質の向上やキャリアアップに

向けた支援 

働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支

援や、より専門性の高い介護技術を取得しようとする者に対する喀

痰吸引、認知症ケア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対する

マネジメント研修の受講支援等 

 

 

 

 

両立支援・多様な働き方の推進 

職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の

導入、職員の希望に即した非正規職員から正規職員への転換の制

度等の整備 

 

 

有給休暇が取得しやすい環境の整備 

 

 

腰痛を含む心身の健康管理 

短時間勤務労働者等も受診可能な健康診断・ストレスチェックや、

従業員のための休憩室の設置等健康管理対策の実施 

 

 

事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成等の体制の整備 

 

 

生産性向上のための業務改善

の取組 

業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等による情報共有や

作業負担の軽減 

 

 

 

 

やりがい・働きがいの醸成 

ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々

の介護職員の気づきを踏まえた勤務環境やケア内容の改善 

 

 

利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学

ぶ機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人社団君津あすなろ会 
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